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Fig．6　Experimental　results．
　　　　　　（b）Nifedipine　20M　I，V
115 テレメータ方式による冠血管径計測システム
まず大血管の伸展にもとつくコンプライアンス増加に
変換され，その弾性復元によりある程度定常的な血流
が駆出期以外にも保持される．なお駆出期最大となる
内圧の血管伝播は2～3m／sに達する．
　このため血管に縫着された振動子は血流軸に対し波
状に振動し，振動子の音波ビームは変化しうる．事実
受信波波形はかなり複雑な形状を呈することがあった．
　その対策としては
（1）振動子表面をレンズ加工し音波ビームを拡散させ，
　角度変化効果を低減する．
（2）振動子裏面を音波伝播遮断効果の高い材質（例え
　ば硬質シリコンラバー）で覆い，反射波の発生・受
　信を減少させる．
などが考えられる．
　本システムは太い冠血管の直径を無麻酔無拘束動物
で測定するために製作された．しかし，その応用は冠
血管にとどまらず，あらゆる血管径の測定，心筋長の
測定，心筋の厚さ測定，心室内径の測定，諸種臓器径
の測定に応用可能であり，今後心臓機能の評価，血圧
下降薬の作用部位決定にも威力を発揮すると考えられ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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